
【資料３－２】重点目標管理シート

部局名 5

○ (1) (1) (1)

(2) (2) (2)
(3) (3) (3)
・ ・
・ ・

(4) (4) (4)

○

(1) (1) 6月議会の議決を受け工事に着手。クラブハウス設計に (1) 用地造成工事に着手、クラブハウス設計を完了
ついては、競技団体との意見交換を行い、11月発注予定

(2) (2) 西部地域市政懇談会において、地域の指定避難場所と (2) 西部地域市政懇談会において市の現状を説明
なっている城跡体育館の整備方針について、市の現状を 庁内協議に向け、課内での検討会議を実施
説明

(3) (3) 令和5年度をもって廃止する方針であることを、全地 (3)
域協議会に報告。地元である豊殿まちづくり協議会
とも協議済

(4) (4) スケボー利用者の意見を参考に、古戦場公園内の使 (4)
用されていない駐車場をスケボー広場として開放

○
(1) (1) (1)
・ ・ ・

・ ・
・ ・ ・

・ (2) ラグビーフットボール競技　7月 (2) ・
・ 軟式野球競技　11月（予定） ・

(2) ・ ハンドボール競技　1月（予定） ・
・ ソフトテニス競技　1月（予定） ・

令和5年度をもって廃止する方針であることを、全地域協議会
に報告。地元である豊殿まちづくり協議会と協議
スケート場廃止後のスケート教室について、全小学校に意向
調査

スケボー利用者の意見を参考に、古戦場公園内の使用されて
いない駐車場をスケボー広場として開放

軟式野球競技　11/15
ハンドボール競技　1/17
ソフトテニス競技　1/23

ｽﾎﾟｰﾂ協会開催の親子体験会を支援　11/19　12/4
（野球、陸上、ｻｯｶｰ、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）

全国大会等出場奨励金の交付【35件】

競技力向上対策事業補助　【12団体】
（うち2巡目長野国スポに向けた事業5団体）

ラグビーフットボール競技　7/12

市民総合体育大会、信州爆水Run in 依田川、

シルバースポーツ大会等【11回】、教室【38教室】

「あすチャレ！」【10月1校 11月3校予定】

「夢の教室」事業【4校】
スポーツ少年団合同バレーボール教室 8/13

（うち2巡目長野国スポに向けた事業6団体）
全国大会等出場奨励金の交付【26件】
体験会を年内実施予定

アリオモールウォーキング【6回】、健幸フェア【1回】

親子スポーツフェア【1回】

競技力向上対策事業補助　【13団体】

・ﾎｰﾑｺｰﾄ開催広報、上田市PR動画・応援ﾀﾞﾝｽ製作、

ｱﾘｵﾓｰﾙｳｫｰｷﾝｸﾞ【12回】、健幸ﾌｪｱ【1回】、親子ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｱ【1回】

  古戦場ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ参加

・「夢の教室」事業【6校】「夢の教室」事業【7校】
(2)
(3)

利用者との協議の場を設定
先進事例の研究

造成工事着手、設計完了

教育委員会としての方向性を協議

関係者と協議

スケートボード場など、新しい施設整備ニー
ズへの対応

総合型地域スポーツクラブ連携事
業【10回】

ブリリアントアリーズとの連携事
業【随時】

トップアスリートとふれあう機会の充実
総合型地域スポーツクラブの活動促進

上田市スポーツ施設整備計画に基づく施設整備の
推進

(1)

(2)

(3)

(4)

新体育館の整備に向けた検討

老朽化したスケート場のあり方に関する検討

新テニスコート整備基本構想に基づく用地造
成工事、クラブハウス設計

市内4競技会場の視察受入

(一財)上田市スポーツ協会を通じ
た選手及び指導者の強化体制への
支援【随時】

全国大会等出場奨励金の交付【30
件】

信州ﾁｬﾚﾝｼﾞｽﾎﾟｰﾂDAY【1回】

③ 令和4年度中

(2) 会場予定地の中央競技団体視察受入

(1) 競技力の向上と機運の醸成
国民スポーツ大会を見据えた環境づくり

特
記
事
項

○市民参加・協働の推進、市民満足度の向上を考慮した点 ○取組による効果・残された課題

○教育行政の事務の点検及び評価を踏まえ反映した点

該当する
SDGsの目標

取組項目及び方法・手段（何をどのように）
期間・期限

（いつ・いつまでに）
数値目標（どの水準まで）

　　　　　　　　　　　中間報告
（目標に対する進捗状況・進捗度）及び
（中間報告の時点で取組項目に対する方法・手段の見直しを
行った点）

期末報告（目標に対する達成状況・達成度）

 目的・
　　効果

「第二次上田市スポーツ推進計画」に基づき、体力向上や健康づくりの機会を拡大するとともにスポーツ環境の整備を促進し、生涯スポーツ社
会の実現を目指します。

① 令和4年度中

② 令和4年度中

(4)

だれもがスポーツに親しむ機会の充実
障がい者スポーツの推進

生涯スポーツの振興、スポーツを通じた地域づく
りと交流拡大

(1)

令和４年度

教育委員会事務局 優先順位

上田再構築プラン
Ver.2.0「もっと、前へ」に
おける位置付け

　教育・子育ての環境・文化の充実を促進する
 総合計画における

 　　　　　位置付け

第四次上田市行財政改革大綱・アクションプログラ
ムにおける位置付け

スポーツ施設整備を進めるにあたり、公共施設マネジメント基本方針と整合を図る。

 現況・
　　課題

生涯スポーツ活動の推進とスポーツ環境の整備重点目標
第５編　教育

第２章　新しい時代を拓く生涯学習環境の整備

第２節　生涯スポーツ活動の推進とスポーツ環境の整備

・ライフスタイルが変化し、健康づくりへの関心が高まる中、年齢や性別、障がいの有無にかかわらず、誰もがいつまでも気軽にスポーツに親しめるまちづくりを進めていく必要があります。
・多様なスポーツ・レクリエーションや競技スポーツ振興を図るため、「上田市スポーツ施設整備計画」に基づき、計画的な施設整備を進める必要があります。
・高地トレーニング・スポーツ合宿の適地として、菅平高原を内外に積極的にＰＲし、ブランド力を強化させるとともに、各種大会などを誘致することにより、交流人口を増加させることが重要です。
・上田市から世界の舞台や国内の大規模大会等で活躍する選手が育つことを視野に入れ、優れた競技者を発掘し、応援する体制づくりが重要です。

市総体、爆水Run、古戦場ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ、ともしびの里駅伝、

ｼﾙﾊﾞｰｽﾎﾟｰﾂ大会、ｼｭﾅｲﾀﾞｰｽｷｰ大会等【22回】、教室【42教室】

「あすチャレ！」【4校】

各種スポーツ大会等【20回】

教室【30教室】

「あすチャレ！」【2校】


